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論 文 内 容 の 要 旨
【目的】後天性色素細胞性母斑の一型であるUnna型色素細胞性母斑(Unna母斑）の病理組織学的特徴 
を検討し、形成機序を考察する。









②付属器周囲性の母斑細胞の存在：毛包周囲性の分布:6 0 例 （63.8%)、エクリン管周囲性の分布:43 
例 （45.7%)、脂腺あるいは脂腺導管周囲性の分布:36例 （38.3%)。
③付属器上皮内の母斑細胞の胞巣の存在：毛包上皮内は7 例、脂腺導管内は1 例、エクリン管内は1 
例に存在。
④付属器周囲性の、細胞質内にメラニン顆粒を含有するA 型母斑細胞の存在：
毛包周囲性は1 6例 （17.0%)、脂腺あるいは脂腺導管周囲性は8 例 （8.5%)、エクリン管周囲性は1 
例 (1.1%)に存在。



















は、8 1例 （86. 2% )と高率であった。②付属器周囲性の母斑細胞の存在は、毛包周囲性:60例 （63. 8%)、 
エクリン管周囲性:4 3例 （45. 7幻、脂腺あるいは脂腺導管周囲性:3 6例 （38. 3%)であり、付属器周囲 
性に高頻度に母斑細胞が分布していた。③付属器上皮内の母斑細胞の胞巣の存在は、毛包上皮内は7 
例、脂腺導管内は1 例、エクリン管内は1 例であった。④付属器周囲性の、細胞質内にメラニン顆粒 
を含有するA 型母斑細胞の存在は、毛包周囲性は16例 （17.0%)、脂腺あるいは脂腺導管周囲性は8 
例 （8.5%)、エクリン管周囲性は1例 （1.1%)であった。
U n n a母斑では、隆起部より下方で、付属器周囲性に母斑細胞が分布する頻度は高く、特徴のひと 








細胞性母斑の形成と進展に関与する研究に資する所大なるものがある。よって、著者は、博 士 （医学) 
の学位を授与されるに値するものと判定された。
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